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I．事業概要 

【１】はじめに 〜今までの経緯〜 

令和２年２月７日、飯伊市町村教育委員会連絡協議会、南信教育事務所が主催し、14 市町村の教育

委員会、スポーツ協会、ＰＴＡを含む関係者が一同に会し、「飯伊地区の中学生の部活動を考える会」

を発足した。後に、名称を「飯伊地区ジュニア期の文化芸術・スポーツ活動検討委員会」と変更しなが

ら、自治体を超えた地域（広域）全体として、幼児から高校生までの文化芸術・スポーツ活動をどう創

造し、持続可能なものにするのか、検討を進めてきた。 

令和４年度からは、「より具体的な取り組みへ」という方向性のもと、休日部活動の地域移行を見据

え、令和５年度に「エンジョイスクエア」を試行的に実施することを合意。３年目を迎えた令和７年度

は、夏季（７、８月）、冬季（11、12 月）の年２回、それぞれ９週間にわたって、92種目の講座が開

催され、のべ 2,000 名近くの児童・生徒が参加した。 

令和 8年度以降は、文科省が定める「部活動改革実行期間（R8〜R13）」を視野に入れ、子どもたち

一人ひとりの豊かな成長を支えるとともに、持続可能な運営体制を確立すべく本事業を遂行する。 

 

【２】「エンジョイスクエア」の理念とその目的 

「エンジョイスクエア」は、飯田下伊那 14 市町村が連携し、子どもたちの文化芸術・スポーツ活動

を地域全体で支えていく、非営利の「社会教育活動」（学校教育課程外の教育活動）である。 

その理念は『文化芸術・スポーツ・地域活動など多様な社会教育活動を通じて、すべての子どもたち

が生涯にわたり幸福感（ウェルビーイング）を感じながら成長できる環境をつくる』ことである。 

学校と地域社会が力を合わせて、子どもたちが大きく成長するための“根っこ”（人として生きる土

台、生きる力の源）を育み、やがて地域や社会を支える存在へと成長していくことを目指す。 

具体的には、以下の３つの活動を大切にする。 

（１）“楽しい”体験活動 

子ども一人ひとりが主役であり、本人の「楽しいからやる」意欲を大切にする。 

（２）“仲間ができる”活動 

好奇心で結びついた、互いに認め合う子どもたちの「つながり」を大切にする。 

（３）“安心安全な”学びと遊びの環境 

子どもたちが安心できる居場所となるため、 (公財)飯田市スポーツ協会が策定する「指導者

の心得６カ条」（以下）を遵守する。 

「私たちは、文化芸術・スポーツの指導者として、保護者とともに、子どもの最大の理解者

であり最高の応援者となるために、以下のことを大切にします」 

１．お互いを認め合える“人”を育てます。 

２．プレイヤー自身が“考える”ことを尊重します。 

３．勝敗よりも、プロセスを重視します。 

４．怪我やバーンアウト（燃え尽き）から守ります。 

５．指導のあり方を学び続けます。 

６．生涯、文化芸術・スポーツを楽しめる大人に育みます。 
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【３】「エンジョイスクエア」と「まちのクラブ」の定義と関係 

エンジョイスクエアは、期間限定で実施する体験型の講座のプラットフォームであり、その「主管団

体」（実施主体※１）として登録された団体・クラブの総称が「まちのクラブ」である。 

※１：文科省では、クラブや講座を運営する団体を「実施主体」と呼称しているが、エンジョイス

クエアでは「主管団体」と呼称してきており、同じ意味で使用する） 

 

（１）「エンジョイスクエア」の定義 

・「エンジョイスクエア」は、期間を限定し、子どもたちが、気軽に参加できる“体験”を中心と

した講座（プログラム）のプラットフォーム（基盤・土台）である。 

・「エンジョイスクエア」で活動するためには、主管団体（実施主体）として、「まちのクラブ」

に登録する必要がある。 

・「エンジョイスクエア」は、南信教育事務所飯田事務所、飯伊市町村教育委員会連絡協議会との

共催事業であり、実施期間において、以下の特典がある。 

１）公民館等の会場費の減免（※２）、学校施設の利用許可 

※２：全額免除または一部免除となる場合がある。詳細は、使用する施設の管理者に

直接お問い合わせること。 

２）各学校による、児童、生徒、保護者へ広報への協力 

 

（２）「まちのクラブ」との定義 

・「まちのクラブ」とは、「エンジョイスクエア」で活動を行う主管団体の総称である。 

・「エンジョイスクエア」で行われるすべての講座は、「まちのクラブ」として登録された主管団

体によって実施される。 

・主管団体の活動形態は、特定の期間のみ実施する「体験型」と、年間を通じて定期的・継続的に

活動を行う「通年活動型」の 2つタイプがある。 

 

図解：「まちのクラブ」として登録をすると、夏・冬のエンジョイスクエアに参加ができる 
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【４】「まちのクラブ」の登録ガイドライン 

「まちのクラブ」に登録するために、主管団体は、以下の要件を満たす必要がある。 

①事業への理解と同意 

・「まちのクラブ」が、非営利の「社会教育活動」であることを理解し、その活動趣旨に賛

同していること。 

②安全管理体制、運営責任の明確化 

・主管団体として責任を持ち、事故防止に十分配慮し、安全対策を講じていること。また、

必要な注意事項を事前に明示していること。 

・緊急時とへの対応ができる体制を整えていること。 

③営利・勧誘目的の排除 

・「エンジョイスクエア」を、入会勧誘や商品販売などの営利活動を主目的として利用する

ことはできない。ただし、参加する団体やクラブが普段、営利企業として活動しているか否

かは問わない。 

 

【５】「エンジョイスクエア 2026」実施体制と期間 

2026 年度のエンジョイスクエア 2026 の基本方針を以下に示す。 

１）主催：エンジョイスクエア実行委員会 

共催：南信教育事務所飯田事務所、飯伊市町村教育委員会連絡協議会（飯田市／松川町／高

森町／阿南町／阿智村／平谷村／根羽村／下條村／売木村／天龍村／泰阜村／喬木村

／豊丘村／大鹿村） 

協力：飯田商工会議所・阿智村商工会議所・飯田下伊那PTA連合会 

事務局：一般社団法人 未来地図 

２）期間：夏（7・8月）と冬（11・12月）休日・祝日 

夏季 2026年 6月27日（土） ～8月30日（日）（10週間） 

冬季 2026年 10月31日（土） ～12月27日（日）（9週間） 

・回数や時間、内容は自由に設定できる。 

・原則として、土曜日、日曜日、祝日開催 

３）対象学年：原則として、小学生（1～6年生）、中学生（1～3年生） 

・クラブによって、対象をさらに広げることもできる。 

５）参加料：500円（税込）＋材料費（任意） 

・より多くの子どもたちが参加できるように、基本参加料を 500円と定める。ただし、材料費

等の経費を要する場合は、参加者から徴収するものとする。 

・参加料に関して、各クラブの事情がある時は、事務局に相談すること。 

６）保険料：スポーツ安全保険（A１区分）への加入代、年間800円は、参加者個人で負担する。

（Ⅲ-【５】参照） 

 

【６】「エンジョイスクエア2026」の参加料と事務局への入金に関して 

「参加料」及び「材料費」を主管団体が受け取り、事務局には入金しない。（パターン１） 
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ただし、事務局と相談のうえ、別の方法も選択できる（パターン２、３） 

パターン１: 参加料500円＋材料費をすべて主管団体が受け取る 

パターン２: 原則、主管団体が受け取り一定の基準（※３）を超えた場合は事務局に入金する

（※３ 主にスポーツ種目の場合は、時給1,500円を目安とする） 

パターン３: 参加料をすべて事務局に入金する 

 

【７】「まちのクラブ」の事業・財源方針について 

（１）事業に関しては、以下の方法で収益化を図る。 

１）企業からの協賛金 

２）参加者からの参加料（事務局への入金：（I-【６】参照）パターン２もしく３） 

（２）2026 年度は、企業協賛金の状況を見据えながら、以下の方向で事業を行う 

１）事業資金：資金調達目標額 ３５０万円〜５００万円 

２）運営（事業）費の内訳について 

ア）広報物 

・パンフレット冊子 12,000 部（小中学校 8700 部・企業等への配布）（6月配布） 

・ポスター（大型）（小中学校・企業等への掲示）（6月配布） 

・チラシ２回（年間）（小中学校への配布）（10 月、11 月配布） 

イ）WEB申込システム 

・システム開発費、年間運用費 

ウ）各クラブの活動支援費（※４） 

・各クラブからの申請に基づき、エンジョイスクエアへの貢献的な活動になるか、もし

くは、協賛企業のメリットとなるかどうか等を事務局が判断し、支援する。 

エ）事務局スタッフ謝金、有償ボランティア謝金（※４） 

オ）広報 Tシャツ等、参加者促進事業（※４） 

※４：資金調達額が、350万円を上回った場合に検討、実施する 

（３）事業会計については、監査役を置き、年度末に公開する。 

・主管団体等が協賛金を集めた場合、もしくは、集金に貢献された場合は、主管団体等に分配

されることを考慮する。 

 

【８】協賛企業について 

（１）協賛について。以下のようなカテゴリーを設ける 

①ゴールドパートナー（協賛金提供パートナー）：１口 ３０万円（税別） 

・協賛企業 １次募集締め切りを令和 8年５月１７日（日）とする 

②コンテンツパートナー（講座運営パートナー）：主管団体として自ら講座を開催する企業 

③マテリアルパートナー（物資等提供パートナー）：講座運営がより安全に、かつ、より良

く運営できるための物品の提供する企業 

・その他、名称は変更の可能性がある。また、企業の要望に応じながら、設立していく。 
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【９】事務局への連絡について 

・事務局：一般社団法人 未来地図 

 T E L：0265-38-0265 

緊急連絡先：090-1662-9629（代田） 

 Mail: enjoy@miraichizu.jp 

 

・事務局からの連絡は、主に公式 LINE を活用する。 

・主管団体公式 L I N E QRコード 

 

 

 

  

mailto:enjoy@miraichizu.jp
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Ⅱ．主管団体の参加登録（申込）手順 

【１】2026年度、参加登録等スケジュール 

5月8日(金) WEBからの参加登録（申込）開始 

5月17日(日)  基本情報締切／「講座基本情報」の登録・・・【２】－（２） 

5月24日(日) チラシ締切／「チラシ」のアップロード・・・【２】－（３） 

6月14日(日) 講座日程締切／「日程情報」の登録・・・【２】－（４） 

8月末までの「講座日程」の情報をすべて登録 

6月17日(水) サイト公開／講座情報の閲覧開始（申込は不可）、冊子の学校配布開始 

6月24日(水) 申込開始 18:00より 

・９月以降実施する講座日程の情報入力については、別途ご連絡いたします 

 

【２】参加登録について 

（１）ログイン・新規登録 

(ア) 「令和７年度」、すでに参加登録を済ませたクラブ・団体のみなさま 

下記 URL にアクセスし、画面の【登録済みの方】にしたがって、IDとパスワードでログインし

てくだい 

https://machino.club/mclub/ 

・パスワードを忘れた場合は、ログイン画面「パスワード忘れ」ボタンより再設定が可能です 

・ＩＤを忘れた場合は、事務局まで、公式 LINE にてご連絡下さい 

(イ) 今回初めて参加登録をするクラブ・団体のみなさま 

下記 URL にアクセスし、画面上の【未登録の方】にしたがって、登録してください 

https://machino.club/mclub/ 

① 画面右上のメニュー「新規登録」、または新規登録ボタンをクリック 

② 以下の「プロジェクトコード」、「メールアドレス」を入力し「送信」ボタンを押す 

「エンジョイスクエア・プロジェクトコード」000020-060310-040803 

③ 「認証コード」がメールで届きます 

④ 「認証コード」を入力し「送信」ボタンを押す 

⑤ 「クラブ登録」の画面から、クラブ情報を入力し「登録」ボタンを押す 

（２）「講座基本情報」の登録 

１．ログイン後、「MY PAGE」が表示されます。下記手順に従って登録してください 

２．「(a)講座基本情報・チラシの設定」より、チラシ以外の講座情報を確認、入力ください 

３．「登録申請」ボタンを押す（編集途中で「一時保存」も可能です） 

（３）「チラシ」のアップロード 

１．ログイン後、「MY PAGE」が表示されます。下記手順に従って登録してください 

２．「(a)講座基本情報・チラシの設定」より、チラシを確認、アップロードしてください 

◯チラシの作成については、【２】「チラシ入稿規定」を参照してください。 

◯2025冬のチラシに「日程」が記入されているチラシは必ず更新して下さい。 

https://machino.club/mclub/
https://machino.club/mclub/
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３．「登録申請」ボタンを押す 

（４）「日程情報」の登録 

１．ログイン後、「MY PAGE」が表示されます。下記手順に従って登録してください 

２．「(b)日程・場所などの設定」より、日程・場所等の情報を入力ください 

３．「登録申請」ボタンを押す（日程・場所は、実施する日程すべてについて登録します） 

 

【３】チラシ入稿規定〈資料１〉 

今年度の冊子（パンフレット）は、6月下旬に 1回のみ配布されます。 

以下の規定に従い、チラシのデータをご登録ください。 

（１）サイズ変更に伴う注意点 

・今年（令和８年）度は、昨年度より掲載サイズが小さくなっています。  

・文字量は簡潔にまとめ、見やすさを重視してください。 

・右下の QRコード掲載スペースは不要です。  

（２）必須掲載情報 

以下の内容は、必ず掲載してください。 

ア）クラブ名  

イ）主な活動内容  

ウ）主管団体名・連絡先(メールアドレス、もしくは電話番号) 

（３）講座日程の掲載について 

・講座の日程（実施日・時間）を「チラシ」に掲載しないでください。 

・冊子は年間を通じて使用するため、日時等の詳細は「ウェブサイト」に掲載してください。 

（４）参加料金、材料費の掲載について 

・参加料金（500円）は、掲載しないでください。個別に参加料金を設定したい場合は、事務局

へご相談のうえ、その金額を掲載してください。 

・材料費などが別途必要な場合は、材料費が必要なことを記載してください。詳細な金額や内

容については、はウェブサイトに掲載してください。 

（５）入稿データについて 

・PDF形式でご入稿ください。  

・解像度：250dpi以上  

・サイズ：縦 118.8mm × 横 84mm（サイズ調整が難しい場合は、A4サイズでも可） 

（６）その他：チラシ作成が難しい団体のみなさまへ 

・チラシ作成が難しい場合は、未来地図でお受けすることも可能です。公式 L I N E 

より、ご相談ください。 
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Ⅲ．主管団体の運営手引き 

【１】 参加者の「申込の〆切日時」について 

１）申し込みの締め切り日は、実施日３日前の午後６時です。（例えば、８月 16 日（土）に実

施する場合は、８月 13日（水）午後６時が締め切り）。 

２）締切日を主管団体が独自で設定したい場合は、事務局に申し出てください。 

３）主管団体ごとに、「申し込み状況の確認」画面にアクセスしていただき、『確定者 CSV ダウ

ンロード』のボタンからダウンロードし、「出席者名簿」として使用できます。 

４）講座当日の出欠席の確認は「出席者名簿」を使用して行なってください。 

５）「出席者名簿」は、後日、事務局までご提出ください。 

 

【２】 雨天や荒天、暑さ等での中止、延期など対応について 

１）諸条件により、中止、延期などの可能性がある講座は、あらかじめ、ホームページに、その

場合の対応を明記してください。 

２）中止、延期などの判断は、主管団体の判断により行なってください。 

３）ただし、事務局の判断で中止をお願いする場合もあります。その際は、公式 LINE にてご連絡

いたします。 

４）活動の中止、延期などが決まった場合には、主管団体から参加予定者のメールアドレスもし

くは電話番号に、主管団体から連絡を行ってください。 

 

【３】 参加料の取り扱いについて 

１）「参加料」、「材料費」は、講座当日の参加者による現金払いとします。 

２）「参加料」は、原則、500円（税込）とします。 

３）「材料費」が必要な場合は、募集ウェブページに明記し、参加費とは項目は別に徴収しま

す。 

４）保護者が参加する場合は、原則、「参加料」を徴収します。 

５）参加者には領収書を発行してください。 

６）「参加料」及び「材料費」は、主管団体が収入として受け取ることを基本とします。（Ⅰ-

【６】参照） 

 

【４】 当日の運営での留意事項について 

以下のことに留意して、講座を運営して下さい。 

１）「エンジョイスクエア・スタッフ Tシャツ」の着用をお願いします。 

２）参加者の見えるところに「協賛企業ポースター」の掲示をお願いします。 

３）「Letter Me」（振り返りシート）を参加予定者数分、お受け取り下さい。 

◯１）２）３）については、6月中旬以降、お渡し致します 

４）講座開始時に自己紹介とアイスブレイク（「氷」を解く）の実施 
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・“開始時”には、お互いに自己紹介をして、アイスブレイク（「氷」、緊張を解く）を

行なってください。 

・“終了時”には、講座の振り返りをして、お互いの交流を深めてください。 

５）参加者の振り返り「Letter Me」の実施について 

・活動の終了後、参加者全員に振り返りの時間をとって下さい。 

・「Letter Me」は参加者から回収し保管して下さい。後日、事務局へご提出ください。 

・後日、学校から、参加児童、生徒に手渡しでお返しします。 

 

【５】 安全管理・事故対応について 

１）参加者は、スポーツ安全保険へ加入します。（加入区分 A１／年間 800円）（１-【５】参照） 

２）参加者の申し込みが行われた時点で、事務局にて保険加入の手続きを行います。 

３）保険加入料金（年間 800円）は、後日、事務局から保護者へ請求します。保険料金は、令和

８年度から参加者の負担とします。 

４）主管団体は、ホームページにおいて、「活動内容」及び「安全のための配慮事項」を明記

し、児童生徒の安全・安心を最優先にして実施してください。 

５）活動記録を残しておいてください。 

・参加者名簿、活動開始・終了時間、活動内容、些細な事故等については、記録をしておい

てください。その記録は、講座終了後に何か事故等が起こった際の主管団体の盾となりま

す。 

６）事故や怪我が起こった場合には、管理団体に速やかに連絡してください。 

「一般社団法人未来地図 代表代田：090-1662-9629）」 

 

【６】 情報の発信について 

１）主管団体が当日の活動の様子を S N S等で発信する際には、保護者および本人に了承を得た

上で行ってください。 

２）報道等の取材があった場合は、お受けしてご対応いただき、その後、事務局までご報告をお

願い致します。 

 

【７】 講座終了後の対応について 

講座終了後、以下のものに関して、９月に主管団体会議、もしくは事務局で回収いたします。 

・参加者名簿 

・「Letter Me」（振り返りシート） 

・参加料（Ⅰ-【６】パターン２もしくは３の主管団体のみ） 

 


